
青
山
は
時
に

三
十
オ
。
新
進
気
鋭
の
学
徒
で
あ
っ
た
。
予
定
し
て
い
た
シ
ベ

リ
ヤ
経
由
が
露
支
間
情
勢
悪
化
の
た
め
変
更
と
な
り
、
彼
は
八
月
一
日
神
戸
よ

り
伏
見
丸
で
出
発
し
た
。
こ
の
大
旅
行
に
つ
い
て
は
帰
国
後
『
東
京
美
術
学
校

校
友
会
月
報
』
第
三
十
巻
第
二
、
三
、
五
、
六
、
八
号
、
第
三
十
一
巻
第
一

、

二
、
四
、
六
号
に
寄
稿
し
た
「
ペ
ル
シ
ア
旅
行
記
」
日
ー
的
に
よ
っ
て
そ
の
一

部
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
ロ
ソ
ド
ン
滞
在
中
に
ペ
ル
シ
ャ
旅
行
の
準
備

を
整
え
、
モ
ス
ク
ワ
ヘ
行
き
、
十
一
月
十
七
日
に
目
的
地
へ
向
け
て
旅
立
っ

た
。
キ
ェ
フ
、
オ
デ
ッ
サ
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
、
バ
ク

ー、

パ
ー
レ
ヴ
ィ
を
経
て

十
二
月
十
日
テ
ヘ
ラ
ソ
到
着
。
十
日
ほ
ど
滞
在
し、

カ
ズ
ヴ
ィ
ン
を
経
て
ハ
マ

ダ
ー
ン
に
行
き
、
四
日
間
滞
在
し
、
ビ
ス
ト
ウ
ン
、
ケ
マ
ル
シ
ャ

ー
、
カ
ス

ル
・
イ

・
シ
リ
ー
ン
を
旅
し
て
大
晦
日
に
テ
ヘ
ラ
ン
ヘ
戻
っ
た
。
そ
の
後
さ
ら

に
各
国
の
遺
跡
を
め
ぐ
り
、
多
数
の
資
料
を
携
え
て
帰
国
し
た
の
は
昭
和
五
年

五
月
六
日
で
あ
っ
た
。
翌
六
月
に
は
帝
国
美
術
院
附
属
美
術
研
究
所
所
員
と
な

り
、
十
年
本
校
教
授
、
帝
国
美
術
院
主
事
と
な
っ

た
が
、
本
校
の
方
は
同
年
内

に
辞
任
し
て
い
る
。
同
二
十
年
に
至
り
、
こ
の
ペ
ル
シ
ャ
旅
行
に
お
け
る
収
穫

波
斯
滞
在
一
ヶ
月

印
度
滞
在
一
ヶ
月

（
蹄
路
）

シ
リ
ヤ

｝
滞
在
一
ヶ
月

イ
ラ
ク

ハ
レ
ス
タ
イ
ン

埃
及
土
耳
古
｝
滞
在
一
ヶ
月

に
基
づ
い
て
『
イ
ラ
ン

芸
術
遣
蹟
』
（
美
術
書
院
）
を
出
版
し
、

関
す
る
本
邦
人
最
初
の
仕
事
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。

⑥

斎
藤
佳
三
の
中
国
派
遣

昭
和
四
年
八
月
、
図
案
科
講
師
斎
藤
佳
三

（
本
名
佳
蔵
）
は
正
木
直
彦
校
長

の
依
頼
に
よ
り
南
京
政
府
直
轄
の
国
立
芸
術
院
の
図
案
科
教
授
と
し
て
派
遣
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
正
木
の
『
十
三
松
堂
日
記
』
を
見
る
と
、
杭
州
領
事
か

ら
外
務
省
文
化
事
業
部
に
本
件
に
関
す
る
依
頼
が
あ
り
、
そ
れ
が
正
木
に
伝
え

ら
れ
、
先
ず
渡
辺
香
涯
が
候
補
に
上
が
っ
た
が
、
彼
が
辞
退
し
た
た
め
田
辺
孝

次
が
選
ば
れ
た
。
し
か
し
、
田
辺
は
「
意
動
き
た
れ
と
圏
案
科
に
あ
ら
さ
れ

は
」
と
て
斎
藤
を
推
薦
し
た
の
で
、
斎
藤
が
行
く
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯

が
判
る
。
同
年
十
月
一
日
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
は
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
報
道

し
た
。

新
設
園
案
郡
主
任
に

イ
ラ
ン
美
術
に

支
那
の
藝
術
院
へ
齋
藤
氏
招
か
る

初
の
邦
人
教
授

一
昨
年
支
那
杭
州
西
湖
畔
に
建
設
さ
れ
た
國
立
藝
術
院
大
學
で
は
今
回
美
術

科
園
案
郡
を
新
設
し
、
主
任
数
授
を
日
本
か
ら
招
聘
す
る

こ
と
4

な
り
推
薦

方
を
外
務
省
に
頼
ん
で
来
た

國
民
政
府
に
な
っ
て
か
ら
邦
人
数
授
派
遣
は
こ
れ
が
最
初
で
同
省
で
は
そ
の

人
選
上
極
め
て
恨
重
な
態
度
を
と
り
一
切
を
正
木
美
術
學
校
長
に
託
し
て
選

考
中
の
と
こ
ろ
現
同
校
講
師
で
新
進
工
藝
美
術
家
齋
藤
佳
三
氏
を
選
定
推
畢

國
民
政
府
最

し
た
氏
は
か
ね
て
よ
り
組
織
工
藝
の
妍
究
で
聞
え
昨
年
帝
展
に
は
一
大
室
内
組
織
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装
置
を
出
品
し
意
表
に
出
た
人
で
あ
る
、
エ
藝
美
術
家
に
は
珍
ら
し
い
能
働

的
な
人
で
絶
え
ず
新
ら
し
い
意
慾
に
新
ら
し
い
研
究
と
製
作
を
示
し
支
那
の

大
陸
性
に
應
じ
て
は
又
よ
く
そ
の
本
質
を
探
求
新
ら
し
い
動
機
と
焚
展
を
極

め
る
こ
と
だ
ら
う
と
期
待
さ
れ
る
、
目
下
今
年
度
―帝
展
出
品
の
た
め
に
純
日

本
式
室
内
装
置
の
製
作
中
で
完
成
は
ん
入
後
本
月
十
日
頃
赴
任
の
途
に
上
る

さ
う
で
あ
る

齋
藤
氏
は
語
る
『
今
度
私
が
突
然
圏
案
部
主
任
と
な
っ
て
ゆ
く
支
那
國
立
藝

術
院
大
學
は
一
昨
年
の
創
立
で
支
那
の
美
術
界
で
は
最
高
樅
威
で
、
圏
案
部

は
こ
の
九
月
か
ら
開
か
れ
た
の
で
す
現
在
支
那
に
は
新
し
い
形
式
に
よ
る

西
洋
の
岡
案
に
開
し
て
適
営
な
人
が
居
な
い
の
で
我
園
か
ら
招
聘
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
せ
う
が
國
民
政
府
に
な
っ
て
か
ら
私
が
始
め
て
で
す
か
ら
少

し
氣
味
が
悪
い
の
で
す
が
、
折
角
ゆ
く
の
で
す
か
ら
私
の
知
つ
て
居
る
こ
と

は
全
郡
支
那
の
人
々
に
偕
へ

た
い
と
思
っ
て
居
り
ま
す
』

彼
は
翌
五
年
末
に
帰
国
す
る
が
、
そ
の
年
の
六
、
七
月
に
は
国
立
芸
術
院
の
芸

術
教
育

・
文
化
視
察
団
の
一
員
と
し
て
一
時
帰
国
し
た
。
こ
の
視
察
団
は
芸
術

院
長
林
風
眠
、
林
文
鉾
、
察
威
廉
（
察
元
培
の
娘
）
、藩
大
樹
、
李
樹
花
、
李
鳳

白
、
王
子
雲
、
斎
藤
佳
三
お
よ
び
通
訳
官
凱
慰
痰
ら
か
ら
成
り
、
外
務
省
対
支

文
化
事
業
部
と
大
阪
毎
日
新
聞
社
の
後
援
の
下
に
来
日
し
た
も
の
で
、
六
月
二

十
九
日
神
戸
着
、
三
十
日
上
京
、
七
月
八
日
か
ら
十
日
間
、
東
京
府
美
術
館
で

同
院
教
授
ら
の
作
品
展
を
開
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友

会
月
報
』
第
二
十
九
巻
第
四
号
も
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

斎
藤
は
一
年
間
滞
在
の
予
定
で
十
月
二
十
日
に
中
国
へ
向
け
て
出
発
し
た
。

中
華
民
図
々
立
西
湖
藝
展
七
月
八
日
よ
り
十
七
日
ま
で
、
東
京
府
美
術
館

に
於
て
開
催
、
齋
藤
佳
三
氏
の
盛
力
に
よ
り
烏
叔
養
、
李
朴
園
、
房
品
章
、

陳
盛
鋒
、
劉
文
如
、
趙
人
麿
、
李
風
白
、
李
超
士
、
王
子
雲
、
林
風
眠
、
王

静
遠
、
呉
大
弱
、
察
威
廉
、
濯
天
授
、
齊
白
石
、
王
子
雪
等
諸
氏
の
油
縮
、

水
彩
、
バ
ス
テ
ル

、
國
霊
、
及
び
彫
刻
等
百
二
十
黙
を
展
観
せ
り
、
尚
別
室

に
於
て
中
華
農
民
手
エ
藝
品
及
大
衆
文
具
を
郎
買
し
た
り
。

⑦

昭
和
初
期
の
鋳
造
科

清
水
巖
氏

（
昭
和
六
年
鋳
造
科
卒
）
の
了
解
を
得
て
、
氏
の

「鋳
金
閑
話
」

（
『
崩
春
』

三
二
六
号
‘
-＝-―二
四
号
、
昭
和
五
十
七
年
十

一
月
、
五
十
八
年
九
月
）
を
要

約
し
て
掲
載
す
る
。

学
校
の
門
を
入
る
と
守
衛
所
が
あ
っ
て
、
表
は
黒
字
、
裏
は
赤
字
の
名
前
を

書
い
た
木
札
が
建
物
の
壁
に
掛
け
て
あ
り
、
学
生
は
登
校
時
に
表
を
出
し
、
下

校
時
に
裏
返
し
す
る
。
先
生
の
木
札
は
小
形
で
守
衛
の
机
の
上
に
あ
っ
て
守
衛

が
操
作
し
た
。
今
の
音
楽
部
の
と
こ
ろ
が
木
造
二
階
建
の
工
芸
部
で
、
二
階
は

図
案
科
と
漆
工
科
、

一
階
は
鋳
造
科
と
鍛
金
科
と
彫
金
科
だ
っ
た
。
鋳
造
科
の

教
室
の
裏
手
に
別
棟
で
鋳
造
場
が
あ
っ
て
、
土
手
の
植
込
垣
根
ま
で
の
び
て
い

こ。t
 大島
如
雲
先
生
は
蝋
型
鋳
造
の
大
家
で
、
蜜
蛾
で
原
型
を
造
る
名
人
だ
っ

た
。
そ
れ
に
鋳
物
土
を
か
ぶ
せ
、
乾
燥
後
に
蛾
を
熔
か
し
た
空
洞
に
熔
融
し
た

金
属
を
注
入
し
て
鋳
造
す
る
。
こ
れ
は
鴬
の
足
、
屈
の
足
、
雀
の
足
と
蜜
蝋
で

ま
た
た
く
ま
に
造
っ
て
、
造
り
方
を
教
え
ら
れ
た
。
洋
服
姿
は
見
た
こ
と
が
な

く
、
い
つ
も
折
り
目
正
し
く
着
物
を
着
て
い
た
。
着
流
し
で
来
る
と
、
守
衛
所
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